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携帯電話が告げたモバイル新時代の幕開け

ポ ケットボ ードが火を点 けた

メ ール 端末としてのＰＤＡ市場

これまでPDA  (携帯 情報端末)といえば、

日本では、シャープのザウルスに代表され

るような｢通 信機能付き電子手帳｣ という意

味合いが強かった。もともとザウルスは､ 住

所録やスケジュール帳､ 備忘録;(ToDoList)

と い っ たPIM  ( Personal Information

Manager) 機能を持ったペン人力タイプの

電子手帳であり、通信機能は後から付加

されたものだったからだ。したがって､ ビ ジ

ネスマンがシステム手帳代わりに使うとい

うことがほとんどで、メールなどの通信機

能は｢ オマケ｣として扱 われていた。

ところが､ ＮＴＴドコモが97 年 暮に発売し

た[ ポケットボード]( 写 真I) は超 小型のキ

ーボード付きメール専用端末であった。

そのため、発売当初はそれほど注目さ

れなかったが、OL3 人の 登場するテレビ

ＣＭなどが話題になって、OL や女子大生

など20 代 女性に一気に広がり、98年 度末

には40 万台を超す大ヒット|徇品となった。

音 声 の 電 話 よ り

文 字 メ ッ セ ー ジ 交 換 の ニ ー ズ

ポ ケットボ ード のヒットにより、シャープ か

らも｢ コミュ ニ ケ ーションパ ル｣ とい うＷｅｂブ

ラウザ を 搭 載し た 電 子 メー ル 川ＰＤＡ が 登

場 するなど､ モ バ イル環 境 で の 電 子 メー ル

向 けＰＤＡとい う市 場 が 膨 ら んで きた 。

こ のように 、モ バ イル電 子 メール が 広 が

って い った 背 景 に は 、もちろん ‥一般 企 業 や

家庭へのインターネットメールの普及があ

る。しかし、かつて女子高生の間で流行

したポケットベルを使ったメッセージ交換、

そしてＰＨＳや携帯電話が普及した今日で

さえもわざわざ電話機のボタンを何度も押

して｢ ショートメッセージ｣という文字でのメ

ッセージ交換が増加していることを考える

と、根源的な文字メッセージへのニーズが

あったものと思われる。実際にPUS では、

｢P メール｣ などの利用が音声での通話を

凌いでいるとさえいわれている。

また、このような文字メッセージ:専用の

PIISとしてＤＤＩポケットから｢ 文字電話｣(写

真2) が 商111111化されたが､ これもまた発売1

か 月で5万 台､98 年 度 末には15万 台 が出

荷され、非音声でのコミュニケーションの

増大を裏付けている。

文字メッセージであれば√ｆ紙やFAX

と同 様、送る側と送られる側か|司一一の時

問でなくても、お互いに好きな時問にコミ

ュニケーションができるし、用件を端的に

伝えられるというメリットがある。モバイル

環境においてまで､ 文字メッセージでのや

りとりが行なわれるのは､ 現 代社会の人間

関係におけるコミュニケーション手段とし

て､ そ れがもっともマッチしているからなの

かもしれない。モバイルコミュニケーション

ツールとしてのＰＤＡ市場は、今後、ますま

す拡大していくことが期待される。

電 話機でインターネットを使う

iモ ードの登場

99年2 月、ＮＴＴドコモは｢iモード｣ サー

表1　 インターネットと交換できるおもなショートメッセージサービス一覧

(編 集部の独自調査)

サービス名 通信事業者 ネットワークの種類 電話機のみによるインターネットメール機能

Ezweb メール DDIセルラー cdmaOne 漢字2,000字までの受信と漢字250字の送信

ＰメールDX ＤＤ¶ポケット PHS 漢字1,000字までの送受信

iモードメール NTT ドコモ 携帯電話 漢字250字までの送受信

きやらメール NTT ドコモ PHS 漢字105字まで受信。送信不可

パルディオＥメール NTT ドコモ PHS 漢字1,500字までの送受信

SkyWalker J-PHONE 携帯電話 漢字64字までの送信と 黄字192字までの受信

注1) このほかＰＤＡなどと電話機を組み合わせたサービスではポケットボードで利用されている

10円 メール( 携帯電話) や、テガッキーと利用されている文字電話(PHS) がインターネット

とのメール交換を提供している。

注2) 地方によっては提供されていないサービスもある。
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ビ スを 開 始 し た 。iモ ード は 、携 帯 電 話 機

の 液 晶 表 示 窓 で イン ター ネットの 情 報 を 閲

覧 で きる 機 能 を 持 た せ 、そこ で 銀 行 振 込

み や ニ ュ ー ス配 信 、チ ケット 予 約 な どを で

きるようにし た サ ービ スだ 。つ まり、こ れ ま

で で あ れ ば､ モ バ イル 環 境 で イン ター ネッ

トの 情 報 を 活 用 し たり電 子 メー ル の やり取

りを す るた め に は ノート パ ソコン やＰＤＡに

携 帯 電 話 を 接 続し て 行 な わ なけ れ ば なら

な か っ た もの が､ 電 話 機 だ け で できるよう

に なっ たとい うことだ。

従 来､ モ バ イルブ ー ムと言 わ れ なが らも、

な か な か モ バ イルコ ンピ ュ ーテ ィン グ が 一

般 に 普 及し てい な か った の に は 、い くつ か

の 理 由 が あ った 。たとえば､ ① モ バ イル 機

器 が か さば ること､ 湊し接 続 など の 操 作 が 面

倒 なこと、そ してレ4 通 信 料 金 が か さむこ

と、など だ 。

し か し 、iモ ード 端 末( 写 真3) で は 、こ れ

ら の 問 題 が す べ て 解 消 さ れ てい る。 携 帯

電 話 と 同 等 の 形 状 の 一 体 化 端 末 の た め、

じ1〕や ②=の 問 題 は 当 然 クリア され て い るし 、

j) に 関して は｢i モ ード｣ が パ ケット 通 信 で あ

る た め 、時 間 で は なく、やりとりし た デ ータ

量 に だ け 課 金 さ れ るの で、多 少 操 作 に 手

問 取 って 時 問が か か っても安 心 して 使 える

ように な った の だ。こ のようなことか ら 、iモ

ード 端 末 は､ モ バ イルコンピ ュ ーテ ィン グを

一般 の 人 で も抵 抗 なく使 えるようにした 、初

めて の モ バ イル 端 末 だとい える か もし れ な

1,秘

世 界 標 準 を 目 指 す

Ｗ Ａ Ｐ も サ ー ビ ス 開 始

ドコ モ のi モ ード に 対 して 、ＩＤＯとＤＤＩセ

ルラー が99 年4 月 か らサ ービ スを 開 始 し た

の が｢ Ｗ ＡＰ｣(  Wireless Application

Protocol) だ 。Ｗ ＡＰもiモ ードと同 様 に 携 帯

電 話 だけ で さまざ まな情 報 サ ービ スを行 な

おうとい うもの だ が､i モ ードは コン テンツの

記 述 言 語 が｢ コン パ クトＨＴ ＭＬ｣ で あ るの

に 対して｢ Ｗ ＡＰ｣ は 携 帯 電 話 の デ ィスプ レ

イで 表 示･ 操 作 す ることを 前 提 に 作 られ た

｢ＨＤ ＭＬ｣(JE 式 に は｢ Ｗ ＭＬ｣) で 表 現 され
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ているという違いがある。そのため､WAP

ではiモードより優れたユーザーインターフ

ェイスを作ることができる可能性があるが、

そのままでは一般に普及しているHTML

で記述されたホームページを見ることがで

きない。そのため、サーバー側でコンテン

ツを変換し、ＷＡＰ端末を使って既 存の

Ｗｅｂ情報にアクセスできるサービスが計画

されている。

ＷＡＰの魅力のひとつは､ 携帯電話向け

のコンテンツサービスとして世界的な標準

になる可能性があることだ。パソコンの画

面用にＨＴＭＬで作られたコンテンツを携

帯電話のディスプレイで見るには限界があ

るが､ ＷＡＰのコンテンツが世界的に普及

してくれば､ 電 話機だけで自由に世界中

の情報にアクセスすることができるようにな

るはずだ。そのためか､i モ ードを送り出し

たＮＴＴドコモもＷＡＰの規格化を進める

ＷＡＰフォーラム(本 部イギリス、注I) にも

加入しており、ＷＡＰ端末の開発も進めて

いる。

これからの主流がiモ ードになるのか

ＷＡＰになるのかは未知数だが､ ひとつ確

実に言えることは、これまでマニアのもの、

インターネットの利用者の中でもヘビーユ

ーザーの趣味と思われがちだったモバイ

ルコンピューティングも、これからは誰でも

手軽に、携帯電話だけで行なえる時代に

なったということだろう。

注目さ れる携帯 電話を使っ た

コンテンツ サービ ス

今後は､i モードやＷＡＰ向けに 携帯電

話で利用できるさまざまなコンテンツが充

実してくることが期待できるが､ 注 目される

のはGPS  (Global Positioning System :

全 地球測位システム)やPHS の位 置情報

と連動したサービスだろう。すでに、アス

テル東 京の｢ Ｍ ＯＺＩＯナビ｣( 注2) など、

ＰＨＳの位置情報を利用したサービスが始

まっているが､ ＮＴＴドコモでは、高精度で

超小型のGPS を搭 載した携帯電話の開発

を行なっている。

また一方で､ ＮＴＴソフトウェア研究所で

は､ 現在位置に基づいて､ 地図をはじめと

するさまざまな周辺の情報を検索するサー

ビスの実験｢ モバイルインフォサーチ2 実

験｣( 注3) を行なっている。そこで､ 今後は

携帯電話のGPS やPHS の位置情報と組み

合わせることにより、現在位置の地図や周

辺情報などをいつでもすぐに検索すること

が可能になるだろう。つまり、位 置情報対

応の電話機とＷｅｂブラウザを搭載したモ

バイル端末さえ持っていれば､ 初めての出

張先でも道に迷うこともなく確実に目的地

へ行ったり、周辺のホテルやレストラン情

報を検索したり、次の目的地までの最短ル

ートを探索したりすることが簡単にできるよ

うになるというわけだ。

以上のように 今後モバイル向けには、

個人の好みや特性にカスタマイズされた

情報や､ 現 在位置にローカライズされた情

報などが誰でも手軽に利川できるようにな

る。モバイル環境でのインターネット利用

や情報活川は、ますます盛んになることだ

ろう。

(入鹿山剛堂)

注Ｉ　ＷＡＰフォーラムの公式ホームページ

hllp:/yｗｗｗ.wapforum.０r9/

注２　ＭＯＺＩＯナピの紹介 ホームページ

ｈＨｐ：//www.astel.co･j  p/to ky o

/service/mzo.html

注3　モバイルインフォサーチ２

実験のホームページ

http:/yｗｗｗ.kokono.ｎｅt/

写真1　200g 以下 、1万 円以下という安

さも受けたポケットボードの新

機種ピュア

写真2　 文字電 話が使えるテガ ッキー。

手書きの文字をそのまま送るこ

とができる

写真3　モバイルバンキングも使えるi

モード端末
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